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まおξ夫変な作業を している職人の人は、やっば りす ごい と思いま した。|

能登宿泊学習 7/31(木 )～ 8/1(金 )

能 登 で の宿 泊学 習 で は 、砂 像 づ く りや カ ンタ~(24人 で漕 ぐボー ト)、 い かだづ く り
や アー チ ェ リー な ど楽 しい活 動 が い っぱい です。 夏体 み の登校 日に荷 物点検 を します。 安
心 して活動 に取 り組 む こ とが で きる よ うに、 自分 で しっか りと準備 をす る よ うに声 が け を
お願 い します。

く撻 槙 P(1′:′書1(懇 蹴 綴 癬 幾 躊 錯 絆 ポ 鷺 囃 器 鍛 絆 軍震 ξ
が よ く持 つてい る飲み 国のつ い た水筒 では、火傷 をす る可能性 もあ るか らです。)
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10日 (木 )に 水泳協会 よ り指導員の先生が来校 され、 6年 生を指導

磐金屋      ,i :8:日     合計金額 9,20o円
PTA会 費      500円
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